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◆ シマノフスキ：神話 Op.30
◆ ラヴェル：ヴァイオリン・ソナタ
◆ ショーソン：詩曲 Op.25
◆ ブラームス：ヴァイオリン・ソナタ第1番 ト長調 Op.78《雨の歌》

特別協賛：株式会社 竹中工務店

一般  5,000円／U-25  2,500円金7/19 2024 19:00
開　演

辻 彩奈（ヴァイオリン） ＆ 阪田知樹（ピアノ）

一般  5,000円／U-25  2,500円火8/20 2024 19:00
開　演

谷 昂登（ピアノ） ＆ 水野優也（チェロ）

セット券・単券発売　3月27日水［会員：3月23日土］
3公演セット券のご案内 通常価格

15,000円のところ
トッパンホールクラブゴールド会員 　     11,400円
レギュラー会員 ／ 一般 　　　　　　　 12,900円

全席指定
限定数販売

クラブ同時入会可

〈谷 昂登ソロ〉

〈水野優也＆谷 昂登〉

◆ ベートーヴェン：幻想曲 ト短調 Op.77
◆ ブラームス：パガニーニの主題による変奏曲 Op.35
◆ ベートーヴェン：《魔笛》の主題による7つの変奏曲 変ホ長調 WoO46
◆ ブラームス：チェロ・ソナタ第1番 ホ短調 Op.38

　2021年、周防亮介にパガニーニ《カプリース》全曲とシャリーノ

の《6つのカプリース》を組み合わせたプログラムを提案した。それを

受け、その年の8月、周防は圧倒的な集中力と完成度で、この難曲から

他の誰とも違う魅惑的な世界を読み取り表現した。そのリハーサル

をひとり聴きながら「次はイザイだな！」と思ったのだが、実現まで

に意外と月日が経ってしまった。それというのもその間、トッパン

ホールで様々な室内楽のプロジェクトに参加していただき、独自の

世界がさらに広がり深まること、そして同時にホールの特性を隅々

まで熟知してもらうことに注力してもらったからに他ならない。

　いまや誰でも弾く曲というイメージすら出来つつあるイザイ《無伴奏

ソナタ》全曲。勢いで一気呵成に弾き切る演奏は数多く目にするが、

6曲すべてにわたってじっくりきっちりその特徴や持ち味を吟味、

分析し、弾き分け、その上で全体として振り返ると、「まさにイザイ

でした！」と納得させるようなコンサートに出会うことは極めて稀だ。

だからこそ、「弦のトッパン」でそんな域にまで達した演奏会をして

みたいとずっと希っていた。

　ステージに登場するだけで華があり、しなやかさと強靭さを兼ね

備え、超絶ともいうべき卓越したテクニックを自在に駆使し、高い

集中力でスケール感たっぷりの音楽として聴かせる…。そうした周防

の特性と6曲それぞれの芳香のようなものがうまく合致したら、

パガニーニとシャリーノの《カプリース》の夜がそうだったように、

きっと誰とも違う周防からしか聴けない独創的で魅力的な〈イザイ

の夕べ〉が完成するに違いない。

　あのコンサートで、〈作曲家パガニーニ〉との対話のみならず〈稀代

のヴィルトゥオーゾ、パガニーニ〉との対話にまで昇華させた周防亮介

が、今回のイザイでも未聴の世界の扉をきっと開いてくれることだ

ろう。

　そういえば、トッパンデビューとなった記念すべき2021年のランチ

タイムコンサートで、最初に弾いた曲はイザイの《悲劇的な詩》だった…。

プログラミング・ディレクター

西巻正史


